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雪舟の庭を愛でる会

雪舟さんが益田に残して-れたもの｡普
舟さんが築き益田に残してくれたものは'仏の世界を主題にした有難い　｢萬福寺庭園｣と長寿

を祈る鶴亀が目出たい　｢医光寺庭園｣　の二つの国指定史跡及び名勝の庭園です｡

かねたか

絵画は､早く国宝にと願う｢益田兼莞

像｣や'兼亮の孫の祝いに描いた｢四季花鳥図屏風｣､益田の原寮を描いたとされる｢山寺図｣です｡いずれも大書庵の隣の｢雪舟の郷記念館｣　で実物や複製の展示･イベントなどを行っています｡

通蹄は'晩年を過ごした大書庵(東光

けんすいれいけんせん

守)と､境内にある墓､硯水霊厳泉､医光寺の灰塚などがあります｡

雪舟さんはこれらの作品を通して私た

ちに何を教え伝えて-れているのでしょう｡雪舟さんに聞-事は出来ません｡庭園や絵画の前にまっすぐ立ち'しっかり向き合い､自分なりにメッセージを感じ､受け取って下さい｡

益田市内には道路'橋､団体､校歌な

どに｢雪舟｣　の名がつ-ものが数多くあ-ます｡子供絵画･水墨画教室､雪舟さんまつり､雪舟忌､すごろ-､紙芝居ユーチューブ制作など'いろいろな所で広-雪舟さんをリスペクトした活動が行われています｡

雪舟さんは酒が相当好きだったようで
てんかいとがろうき

す｡｢天開図画楼記｣に絵を描く手順(〟ーティン)　は'まず､どぶろくを飲み､

･つな

尺八を吹き､詩吟を吟り､へその下に力を込めて一気に描いたそうです｡

また'乙吉では酔って溝に落ちたなど

｢昔の牢皐0挙芝E_I(全48話)海を渡る雪舟
雪舟編作原田フジエ 寧波へ渡った48歳頃の雪舟さんのイメー

ジ｡寧波市友好30周年記念として益田市

から寧波市へ寄贈｡作Iii崎麻央(日本画

秦)益田市出身｡東京芸術大学大学院修了｡

微笑ましいエピソードが残っています｡残念ながら染羽や乙吉など益田の人達との交流話は見つか-ませんでした｡

人間味のある偉大な雪舟さんの自
慢話を広-､長-､私たちは語り続けていきます｡

益田市立雪舟の郷記念館電話0856(24)0500ホームページhまp＼＼ミミ……⊇orJP＼sOSSyuの＼
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私たちは雪舟さんをこよなく愛でる会です

間隔晴間胴囲

輔就菅舟の聖地茸韓日本はこれから主として中世史の調査､研究が進められていくと言われています｡中世を代表する画聖雪舟は益田が｢終焉の地｣と言われ､市内に多くの遺跡が残っています｡今後雪舟は研究の対象となり､つれて益田の歴史も調査の対象にをると思われます｡
｢益田と言えば雪舟｣｢雪舟と言えば益田｣と全国に観光地として発信できるでしょう｡

市民の皆さんと益田を｢雪舟の聖地｣として宣言し活動していきます｡

⑥参著文献=山陰中央新報｢雪舟さんの旅し　⑥写真捷供=雪舟の網記念館､東京大学史料編纂所

参益田で亡くなった根拠(エビデンス)はコレです-･一.群議弼鱒講羅補へ難暗鵜:D謹招落命仕｡候
. ｢雪舟伝｣※萩明倫館学頭山県周繭こ諌難熊鵜川雷乙吉村大患に居り'文亀二年王威遷化す｡寿八十. ｢宝福専境内の雪舟弾師之碑｣三諦網繭畿端緒鷺で'竃二年とい､つ年にみまかりぬ｡年八十三｡. ｢石見州大喜庵記｣四鴇両生からの眺めが中国の濃の風景と類似していたため､終焉地と定め五羅縛弼捕縛名が残されている事は歴史学てい-つ第-級の史料六'｢註縄網棚捕縄紅雷管慶馨長の下堯寺で行われた.｢大喜庵の約鐘o｣モ擢醗謙語猿弊熊鷺韓諮謹擢纏笑宮松祝は全

その他｢雲谷庵誌｣｢大内氏実録｣｢名人忌辰録｣など益田終焉説は多い｡

ガーデンツーリズム

田

くスタンプラリー

闇醒

ガーデンツーリズムとは､地域活性化と庭
園文化の普及を目的に､各地域の複数の庭園が連携する取組を国土交通省が支援するものです｡令和2年度にスタートした制度ですが､

｢雪舟回廊｣は初年度の第3回の審査会で認
定されました｡令和5年6月時点､全国15の計画が登録されています｡

｢雪舟回廊｣は雪舟ゆかりの6自治体､岡
山県総社市･井原市へ広島県三原市へ　山口県山口百･防府市へ　そして島根県益田市で構成され､9つの庭園が登録されています｡益田市からは皆様良-ご存じの萬福寺庭園そして医光寺庭園が登録されています｡現在､｢雪舟回廊｣を構成する庭園をお得に巡っていただくことができる､ドライブスタンプラリーを開催中です(～12月25日)｡この機会に｢雪舟の作品に出会うことができる旅｣に出かけてみませんか?

第3号の｢絵画編｣はどうでしたか｡今回は｢益田に残してくれたもの｣です｡
感想などの情報を◎封書◎メール◎ツイツダーでどんどんお寄せください｡

お待ちしています!
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